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　10月27日、 長寿園で芋掘り。 芦屋町老人クラブ連合会の皆さんと町内
の園児たち。 関連の記事は７ページのまちのわだいにも掲載しています。



　

１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
、
12
月
10
日
に
第
３
回

国
際
連
合
総
会
の
場
で
、
全
て
の
人
と
全
て
の
国
と

が
達
成
す
べ
き
共
通
の
基
準
と
し
て
、「
世
界
人
権
宣

言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
人
権
宣
言
は
、
基

本
的
人
権
尊
重
の
原
則
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
初

め
て
人
権
保
障
の
目
標
と
基
準
を
国
際
的
に
う
た
っ

た
画
期
的
な
も
の
で
、
採
択
日
で
あ
る
12
月
10
日
は

「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

  

日
本
で
は
人
権
デ
ー
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
（
12

月
４
日
か
ら
10
日
）
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
そ
の

期
間
中
、
各
関
係
機
関
や
団
体
が
人
権
啓
発
活
動
を

行
っ
て
人
権
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
者

な
ど
に
対
す
る
偏
見
・
差
別
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

の
誹ひ

ぼ
う謗
中
傷
、
い
じ
め
や
虐
待
、
外
国
人
や
障
が
い
の

あ
る
人
、
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
や
そ
の
家
族
な
ど
に
対

す
る
偏
見
・
差
別
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
依

然
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
、
誰
も
が
人
間
ら
し
く

幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け
る
社
会
を
目
指
す
た
め
に
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
人
権
尊
重
の
重
要
性
を
改
め

て
認
識
し
、
人
権
に
配
慮
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

芦
屋
町
で
も
人
権
講
演
会
の
開
催
や
人
権
啓
発
パ

ネ
ル
の
展
示
な
ど
の
人
権
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
人
権
週
間
を
人
権
の
こ
と
を
考
え
る
機
会
と
し

て
、
そ
の
意
義
や
重
要
性
を
学
ん
で
人
権
へ
の
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
周
り
の
人
を
思
い
や
る
気
持

ち
を
持
っ
て
、
互
い
が
尊
重
さ
れ
る
地ま

ち域
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

お互いが尊重される

地
ま ち

域づくりを目指して

12月４日から10日までは人権週間です

《
人
権
週
間
の
行
事
》

■
芦
屋
町
人
権
講
演
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

▽
と
き
　
12
月
４
日
土
～
10
日
金

▽�

講
師
　
浦
田 

理
恵
さ
ん
（
東
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク 

日
本
代
表
選
手
団 

副
主
将
、　
ゴ
ー

ル
ボ
ー
ル
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
）

※ 

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
（
録
画
配
信
）

で
す
。
詳
し
く
は
広
報
あ
し
や
12

月
号
に
折
り
込
ん
で
い
る
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
人
権
啓
発
パ
ネ
ル
の
展
示

▽�

と
き　
12
月
１
日
水
～
10
日
金

▽�

と
こ
ろ　
役
場　
１
階
ロ
ビ
ー

▽�
問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
係

　
（
☎
２
２
３
‐
３
５
４
６
）

写真／シーズアスリート
浦田 理恵さん
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差別をなくすために  第 438 号

「幸せ」は平等に与えられた権利

� 芦屋中学校２年　中松　俐
り み
美

　私は、人権について考えていくうえで学校での
人権学習や道徳の授業で学んだことをもとに、こ
れから自分がどんなことを大事にしていくかを考
えました。
　一つ目は、「相手の気持ちを考える」ということ
です。人の気持ちというのは、その人自身にしか
分からないことですが、相手の気持ちになって考
えてみることは自分にもできることだからです。
学校での人権学習では、高齢者の人権について考
えました。すると、友だちの意見の中には、高齢
者は耳が遠い・厳しい・体が弱いなど、マイナス
なイメージを持っている人が多くいました。しか
し、学習を進めていくと、高齢者の方は自分が頼
られていないことをさみしく思っているというこ
とが分かりました。マイナスを疎

うと
ましく排除する

のではなく、先人の知恵や考えに耳を傾け、でき
ることには頼って甘えるほうが相手の喜びや楽し
みにつながることもあるのだなと思いました。私
も、一番身近な高齢者である祖父母への接し方を
みつめ直すきっかけとなりました。またこのこと
をとおして、「相手の気持ちを考える」というこ
とは、高齢者だけでなく友だちなど誰に対しても
必要なことだと思いました。自分では優しさのつ
もりでも相手を傷つけてしまうこともあるのだか
ら、冗談や軽はずみな言動で相手を傷つけるよう
なことはあってはならないと思います。私は母か
ら「心の傷は一生消えない」ということを教わり
ました。もし、自分が相手の立場だったらと考え
なければいけないこと。自分がされて嫌なことは、
人にもしてはいけないこと。頭では、分かってい
ても常にそのことを考えながら行動することは難
しいと思いますが、意識して心がけていきたいと
思います。「いじめ」や「虐待」など、人の人生を真っ
暗にさせてしまうようなことは決してあってはな
らないことだと思います。相手の気持ちを考えて、
起こってしまう前に止めることが大事だと思いま
す。なので、「人権」について知り考えることは、
防止のためにも重要なことだと思います。

　二つ目は、「自分から行動してみる」というこ
とです。この世の中の争いや悲しみを全てなく
すことはできなくても、自分が変わることで何
かを変えることができるからです。道徳の授業
で「Ｒ

リ ス ペ ク ト
ＥＳＰＥＣＴ　Ｏ

ア ザ ー ズ
ＴＨＥＲＳ」という言

葉を知りました。日本語で、「他人を尊重しなさ
い」という意味です。私は、とても素敵な言葉だ
なと思いました。この言葉をとおして「人をいじ
めてはいけない」と行動を注意するのではなく、
その行動を起こしてしまった根本の考え方を問
題としているところが素晴らしいと思いました。
また、人はきっかけがあれば変わるのだというこ
とにも気付かされました。私自身、リスペクトア
ザーズという言葉に出会い、それを意識して行動
するようになったので、私が変わるきっかけにな
りました。
　それ以前にも、母と人間関係について話してい
るときに、「相手を変えることは困難なことなの
で、相手をどうこう言う前に、まずは相手の為に
自分が変わる努力をしたほうがいいよ。自分が変
われば、きっと相手も変わってくれるから」とア
ドバイスをもらったことがありました。自分の言
動を改め、自分自身が変わることで相手も変わっ
てくれる。私はそれを信じて行動しました。うま
くいくことばかりではありませんが、行動しない
と何も変わらないので、「やってみる」を大事にし
ています。それは、もし自分が「いじめ」などを
見つけた時の「止めてみる」やいじめられている
人に「声をかけてみる」につながると思います。
　私は、これからも「相手の気持ちを考えること」
と「自分から行動してみる」ということを大切に
し、人々が平等に与えられた「幸せ」になるため
の権利を守っていけるようにしていきたいと思い
ます。
※ この記事は、町内の小中学生が「人権」をテー

マに作成した作文で、提出された作文の中から
芦屋町人権・同和教育研究協議会が選考したも
のを掲載しています。

芦屋町人権・同和教育研究協議会

▽�問い合わせ　社会教育係
　（☎２２３局３５４６）
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芦屋町ブランドロゴマーク案
2020/02/17

GOLDEN AWARD
2020

金賞
芦 屋 町

令和２年度ブランド認定品金賞
老若男女に大人気！
芦屋釜饅頭

●�取扱店　芦屋釜本舗、ハローデイ、サンリブなど
●�問い合わせ　☎２２３‐０１１５
●�価格　１箱（８個入り）８５０円（税込み）

　芦屋町では、町の豊かな自然や文化などに育まれ
てきた素材や優れた技術から生み出された商品の魅
力を発信するため、芦屋町ブランド認定
制度を行っています。さらに、ブランド認
定された商品の中から金賞を選定します。

令和３年度
芦屋町ブランド認定の商品募集
■�募集商品　町内の事業所で生産された商品または芦屋町産の

原材料が含まれた商品
■募集期間　11 月 22 日月～ 12 月 20 日月
■�応募方法　芦屋町ブランド認定申請書に必要事項を記入のう

え、郵送または持参して提出してください。
　郵送＝ 〒 807－ 0198（住所記入不要）
　　　　芦屋町役場産業観光課商工観光係宛
　持参＝産業観光課窓口
※ 申請書は産業観光課窓口、芦屋町商工会、芦屋町観光協会に

あります。また、芦屋町ホームページからダウンロードできます。
■�結果通知　令和４年２月ごろに結果通知書を送付します。
■�問い合わせ　商工観光係（☎２２３- ３５４２）

芦屋町ブランドロゴマーク案
2020/02/17

GOLDEN AWARD
2020

金賞
芦 屋 町
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令和２年度芦屋町ブランド認定品の紹介

広報あしや　2021.12

●�取扱店　芦屋釜本舗、ハローデイ、
サンリブなど
●�問い合わせ　☎２２３‐０１１５
●�価格　１箱（８個入り）８５０円（税込み）

芦屋町のお土産の定番
芦屋釜最中

●�取扱店　パルナチュレショップ、
　いこっと水巻など
●�問い合わせ　☎２２１‐５５１７
●�価格　８８０円～７７００円（税込み）

世界初の赤紫蘇化粧品
シズージュ赤紫蘇化粧品シリーズ

●�取扱店　パルナチュレショップ、
　芦屋釜の里、いこっと水巻など
●�問い合わせ　☎２２１‐５５１７
●�価格　１箱９００円（税込み）

メイドイン芦屋にこだわった商品
筑前芦屋釜チョコ

●�取扱店　パルナチュレショップ、
　いこっと水巻など
●�問い合わせ　☎２２１‐５５１７
●�価格　１個６４８円（税込み）

無農薬の赤紫蘇カレー
芦屋町の赤紫蘇フルーツカレー

●�取扱店　芦屋釜の里、㈱てのや商店、
ドルチェ・ディ・ロッカカリーノなど
●�問い合わせ　☎７４１‐３８５５
●�価格　１箱（10個入り）９００円（税込み）

カラフルな見た目も楽しめる菓子
芦屋釜ろん

●�取扱店　㈲ BlueAngel( 芦屋基地内 )
※�一般者は入場不可のため、問い合わ
せてください。
●�問い合わせ　☎２２３‐４８８１
●�価格　１枚６６０円（税込み）

航空自衛隊芦屋基地の制服をマスクに！
自衛隊基地デジタル迷彩マスク

●�取扱店　芦屋町観光協会
●�問い合わせ　☎２２１‐１００１
●�価格　１本５４０円（税込み）

自然の旨味を凝縮！
砂塩

●�取扱店　㈱てのや商店
●�問い合わせ　☎２２３‐００５０
●�価格　１本１２７３円（税込み）

良い物同士を合わせた自慢の一品
芦屋赤しそ純米梅酒

●�取扱店　中西商店、マリンテラスあしや、スーパーはまゆうなど
●�問い合わせ　☎２２３‐００８４
●�価格　１袋（４尾入り）５４０円

審査員特別賞
家庭ではできないおふくろの味

芦屋イワシみりん干し

審査員特別賞
芦屋の海のうまみが凝縮！

筑前芦屋ひじき

●�取扱店　山形（電話受付販売のみ）
●�問い合わせ　☎２２２‐０７０１
●�価格　12円 /ｇ　（１袋：20ｇ～ 30ｇ）



　あなたの周りで起きた出来事や
楽しい話題、イベントなどの身近な
情報をお待ちしています。

▽問い合わせ　広報情報係
　（☎２２３‐３５６９）

ま ち の わ だ い

旅する蝶 アサギマダラが芦屋町に飛来旅する蝶 アサギマダラが芦屋町に飛来
� 10 月中旬　芦屋海浜公園わんぱーく
　日本列島を縦断し、東南アジアなどまで約 2000 キロを飛ぶ蝶、アサギマダ
ラが秋の七草の一つ、フジバカマの蜜を求めて芦屋町に飛来しました。フジバ
カマは、今年の初夏、樹木医の吉岡学さん（山鹿）のアドバイスをもらい、美
しく咲くようにと芦屋町観光協会の皆さんが芦屋海浜公園で育てました。花が
咲き始めると毎日たくさんの蝶が飛来し、お気に入りの場所になったようです。

� 10 月　あしや体験隊
我慢、我慢のコロナの時間から少し開放された 10 月我慢、我慢のコロナの時間から少し開放された 10 月

　延期や中止を余儀なくされたイベントがたくさんありましたが、皆さんの感染予防
への努力とワクチン接種が進んだおかげで、芦屋町観光協会の町を満喫できる企画
「あしや探検隊」が動きだしました。今回はその中から３つの企画を紹介します。①
さわやかサイクリング（海街・芦屋サイクリング海コース）は、海岸沿いの名所旧跡
を観光ガイドの解説とともに巡ります。②敬老の日や家族の特別な日に、プロのカ
メラマンやヘアメイクアーティストがプロデュースし、芦屋釜の里などで写真撮影を
行います。③着物で思い出づくり事業では、着物を安価で借りて、着物文化に触れ
ることができます。町内の映える撮影スポットで思い出を作りましょう。

  町に活気が戻って
きました！
 今月は「まちのわ
だい」を拡大して、
お届けします。
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長生きの秘訣は、小さなことは気にしないこと長生きの秘訣は、小さなことは気にしないこと
� 満 100 歳の誕生日、おめでとうございます

　吉田アヤ子さん（西浜町）が満 100 歳を迎え、町からお祝い状などが
贈られました。吉田さんは現在グループホームくもじで入居者や職員の皆
さんと楽しく生活しています。「100 歳の誕生日には着物を着たい」と希
望すると、それをかなえようと職員みんなで協力。着付け中の長い時間は
立っているのが難しいので、着物を広げた上に寝てもらい、着付けたそう
です。薄黄色の着物に桃色の帯締めの晴やかな姿に涙を流して喜ばれた
とのこと。大好物の芦屋釜饅頭をケーキに見立ててお祝いをしたそうです。

� 10 月 27 日　長寿園で芋掘り
わーい！おっきなおいもがいっぱいあるよわーい！おっきなおいもがいっぱいあるよ

� 10 月 23 日　魚道公園でナイトリバー
遠賀川河川敷にキャンドルライトがキラキラ遠賀川河川敷にキャンドルライトがキラキラ

　夜の遠賀川魚道公園にキャンドルで灯す「きぼう」の文字が浮かび
上がりました。遠賀川により親しんでもらえるようにと遠賀川流域５カ
所で同時開催されたイベントで、魚道公園設計時から関わっている芦
屋東小学校の子どもたちなどが絵を描いた、たくさんのコップキャンド
ルのあかりが公園の道路を照らしました。当日はＡＳＨＩＹＡシンフォ
ニック吹奏楽団も演奏し、河川敷でのひとときを盛り上げていました。

　　２年ぶりに山鹿の長寿園で芋掘りが行われました。これは、芦屋
町老人クラブ連合会の皆さんが町内の幼稚園や保育所の園児たちを招
待し、丹精込めて育てたサツマイモを一緒に掘って収穫を楽しむもの
です。「土の中から大きな芋を見つけた子どもたちのよろこぶ姿を見る
と、腰の痛みも和らぎます」と参加した人が話してくれました。
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　あなたの周りで起きた出来事や楽しい話題、
イベントなどの身近な情報をお待ちしています。

▽問い合わせ　広報情報係（☎２２３‐３５６９）
ま ち の わ だ い

� 10 月 16 日　芦屋中央幼稚園認定こども園運動会
うれしい、たのしい、うんどうかいうれしい、たのしい、うんどうかい

　町内各幼稚園や保育園（所）で、秋の楽しみ、運動会が行われ
ました。芦屋中央幼稚園では新型コロナの影響で延期になった運
動会がようやく開催され、園児たちの笑顔が満開でした。最年少
のクラスは１歳児。何度もかけっこの練習をして、いざ本番。大き
く手を広げたゴールの先生をめがけて、一生懸命に走っていました。

� 10 月 18 日　芦屋中学校文化祭を盛り上げる企画
芦中初！芦屋基地でダンス動画撮影！芦中初！芦屋基地でダンス動画撮影！

　芦屋中学校文化祭に向け３年生の生徒たちが企画したのは、
ダンス動画企画。芦屋海岸や恋人の聖地などを舞台に制服を
着た３年生たちのダンスを撮影したとのこと。取材に行った日
は、航空自衛隊芦屋基地で、救難ヘリコプターや軽装甲機動
車、消防車、Ｔ- ４練習機を背にパワー全開のダンスを撮影。

「芦屋町の子どもたちのためなら」と航空自衛隊より特別に撮
影が許可され、中学生にとって貴重な思い出になりました。
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ＩＣＴ授業の研究発表をオンラインで開催ＩＣＴ授業の研究発表をオンラインで開催
� 10月８日　芦屋東小学校
　芦屋東小学校で、ICT を活用した授業の研究発表会が行われ
ました。教諭がホワイトボードにパソコンから図形を投影して説
明を行い、児童は一人一台配られているタブレットを活用して
問題の解決に取り組みました。また、その授業風景を動画で撮
影し、オンラインで他校に配信して場面を共有するなど新しい
授業のあり方、新しい研究発表会のやり方が見える１日でした。

� 10 月 10 日　筑豊・北九州圏域の８つのロータリークラブ
プラごみ回収に 1092 人のボランティアが参加プラごみ回収に 1092 人のボランティアが参加

� 10 月１日～ 24 日　筑前芦屋だごびーなとわら馬まつり

わら馬の武将？大谷翔平（メジャーリーガー）ののぼり有り！わら馬の武将？大谷翔平（メジャーリーガー）ののぼり有り！

　約 300 年前から伝わる芦屋町の伝統行事「八朔の節句」。わらで作ったわら馬と米の
粉で作っただごびーな（団子雛

ひな
）を飾って初めて節句を迎える子どもの健やかな成長

を願います。この節句を後世に継承する目的で、中央公民館など町内５カ所に展示して
皆さんに披露しています。今年は新型コロナの影響で展示期間を変更し、200 頭のわ
ら馬と町内の幼稚園保育所（園）の園児たちが作っただごびーな 200 体を飾りました。

　持続可能な開発目標ＳＤＧｓの基本方針に沿った環境保全活動を行ってい
るロータリークラブ。遠賀川水系を守ろうと「川から海へ、今私たちにでき
ること」を提唱し、飯塚から芦屋海岸までの 35 キロのサイクリングロード
に沿ってプラスチックごみの回収活動を行いました。芦屋町の魚道公園から
河口に向かってごみを回収した 93 歳の佐藤信義さん（白浜町）は、「社会
奉仕は当たり前のことで、47 年皆勤で活動しています。外国人技能実習生
にも奉仕の心を伝えるため一緒に参加してもらいました」と話していました。
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無
戸
籍
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
各
種

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
な
ど
困
っ

て
い
る
人
は
、
法
務
局
や
町
の
戸
籍
担
当
窓

口
、
ま
た
は
福
岡
県
弁
護
士
会
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
人
を

知
っ
て
い
る
人
も
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
で
き
る
か
を
一
緒
に

考
え
ま
し
ょ
う
（
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
）。

▽
相
談
窓
口

① 

福
岡
法
務
局
戸
籍
課
（
☎
０
９
２
‐
７
２

１
‐
９
３
３
４
）

　
平
日
・
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

② 

福
岡
県
弁
護
士
会
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

（
☎
０
９
２
‐
７
５
２
‐
１
３
３
１
）

　
土
曜
日
・
午
後
０
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

③ 

芦
屋
町
役
場
住
民
課
住
民
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
１
）

　
平
日
・
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
法
務
局
戸
籍
課
（
☎

０
９
２
‐
７
２
１
‐
９
３
３
４
）

「
災
害
へ
の
備
え
」

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

　
日
本
赤
十
字
防
災
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
た
時
に
予
想
さ
れ
る
被
害
や

救
助
活
動
、
避
難
生
活
な
ど
の
課
題
を
具
体

的
に
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
い
の
ち
を
守
る

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
地
域
に
密
着
し
た
形
で

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 
防
災
セ
ミ
ナ
ー
の
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象　
自
治
区
、
小
学
校
区
な
ど
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
団
体
（
個
人
の
受
け
付
け
は
で
き

ま
せ
ん
）

※ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
る
こ
と
が
条

件
で
す
。

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
日
本
赤
十
字

社
福
岡
県
支
部
事
業
課
救
護・福
祉
係
（
☎

０
９
２
‐
５
２
３
‐
１
１
７
２
）
平
日
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

介
護
の
お
仕
事
復
帰
セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

　

あ
な
た
の
持
つ
資
格
を
生
か
し
て
、
介
護

分
野
に
再
就
職
を
し
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
【
福
岡
地
区
】
12
月
10
日
金
、【
北

九
州
地
区
】
12
月
14
日
火

※
い
ず
れ
も
午
前
11
時
～
午
後
４
時

※
正
午
～
午
後
１
時
は
昼
食
休
憩

▽�

と
こ
ろ
《
福
岡
地
区
》
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
（
春
日
市
原
町
）、《
北
九
州
地
区
》
Ｋ

Ｍ
Ｍ
ビ
ル
（
小
倉
北
区
浅
野
）

▽
内
容　
介
護
技
術
の
復
習
（
講
義
・
実
技
）

▽�

対
象　
介
護
福
祉
士
か
介
護
関
係
研
修
課

程
修
了
者
で
、
現
在
介
護

分
野
に
就
業
し
て
い
な
い
人

▽
定
員　
20
人

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
‐
５
８

４
‐
３
３
１
０
）

放
送
大
学
大
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で

授
業
を
行
う
正
規
の
大
学
で

す
。
働
き
な
が
ら
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
、
幅
広
い

年
代
や
職
業
の
人
た
ち
が
学
ん
で
い
ま
す
。

■ 

10
代
～
90
代
の
幅
広
い
世
代
の
学
生
が
、

大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

■ 
テ
レ
ビ
に
よ
る
授
業
だ
け
で
な
く
、
授
業

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好
き
な
と
き
に
受

講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■ 

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・

自
然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０
の
授
業
科
目
が

あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
卒
業
す
れ
ば
学
士
を
取
得
で
き
ま
す
。

■ 

放
送
授
業
１
科
目
の
授
業
料
は
１
万
１
０

０
０
円
（
入
学
金
は
別
）。
半
年
ご
と
に
学

ぶ
科
目
分
だ
け
の
授
業
料
を
払
う
シ
ス
テ

ム
で
す
。

■
半
年
だ
け
在
学
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

■ 

全
国
に
ミ
ニ
キ
ャ
ン
パ
ス
と
言
え
る
学
習

セ
ン
タ
ー
・
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の

学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

▽�

出
願
期
限　
【
第
１
回
】
２
月
28
日
🈷
、【
第

２
回
】
３
月
15
日
火

▽�

問
い
合
わ
せ　
放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
９
２
‐
５
８
５
‐
３
０
３
３
）

ま
た
は
放
送
大
学
北
九
州
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

ペ
ー
ス
（
☎
６
４
５
‐
３
２
０
１
）

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

飯
塚
ブ
ラ
ン
チ

■
就
業
支
援
講
習

�「
パ
ソ
コ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
養
成
科
」

▽�

と
き　
１
月
６
日
木
～
２
月
28
日
月
・
期

間
中
全
15
回

▽�

と
こ
ろ　
福
岡
県
行
橋
総
合
庁
舎
（
行
橋

市
中
央
）

▽�

定
員　
10
人
（
事
前
予
約
制
の
託
児
あ
り
）

▽��

受
講
料　
無
料
（
教
材
費
な
ど
８
０
０
０

円
は
自
己
負
担
）

▽�

申
込
期
限　
12
月
16
日
木

▽�

問
い
合
わ
せ　
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
９
４
８
‐
２
１
‐
０
３
９
０
）

みんなの

ひろば

ホームページ

ホームページ
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●
浜
木
綿
俳
句
会

高た
か
に
し

西
風
や
烏
の
屍し

と
も
藻
屑
と
も

 

池
田
千
恵
子

浜
菊
や
狭
き
階

き
ざ
は
し一
人
づ
つ

 

花
田
八
代
美

行
き
止
ま
る
道
と
は
知
ら
ず
つ
づ
れ
さ
せ

 

小
川　
雪
野

流
木
は
浪
に
か
へ
ら
ず
雁
渡
し

 

池
田　
幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

濡
れ
縁
に
風
の
運
び
し
こ
ぼ
れ
萩

 

田
尾
三
千
枝

手
の
平
の
零む

か

ご
余
子
一
粒
地
に
戻
す

 

縄
田　
惠
子

黒
板
に
イ
エ
ス
の
訓
小
鳥
来
る

 

仲
山
ク
ニ
子

故
郷
は
父
母
の
墓
の
み
虚み

な
し栗

 

桐
山　
美
枝

●
水
茎
短
歌
会

二
階
家
の
壊
さ
れ
て
よ
り
我
が
家
に

風
や
日
差
し
の
強
く
当
た
り
来

 

田
中
勢
津
子

き
り
ぎ
り
す
鳴
き
秋
来
ぬ
と
思
え
ど
も

昼
間
は
夏
の
暑
さ
の
続
く

 

榎
枝　
千
恵

奥
入
瀬
へ
夫
と
行
き
た
る
遠
き
日
の

ブ
ナ
の
黄
葉
今
に
わ
す
れ
ず

 

後
藤　
征
子

皮
む
き
を
夫
に
手
助
け
し
て
も
ら
い

年
一
度
だ
け
炊
く
栗
御
飯

 

麻
生　
清
子

【一般書】
塞
さいおう
王の楯

たて
今村　翔吾� 著

失われた岬 篠田　節子� 著
ビタートラップ 月村　了衛� 著
就活ザムライの大誤算 安藤　祐介� 著

【児童書】
マイブラザー 草野　たき� 作
クリスマス・ピッグ J.K. ローリング� 作
わたしたちの森 ジアナ・マリノ� 作
コールテンくんのクリスマス ドン・フリーマン�作
ほんやねこ 石川　えりこ� 作

星を掬
す く

う
�����町田　そのこ　著��
　ラジオ番組の賞金ほし

さに、ある夏の思い出を
投稿した千鶴。それを聞
いて連絡してきたのは、自
分を捨てた母の「娘」だと
名乗る恵真だった。この後、
母・聖子と再会し同居する
ことになった千鶴だが、記
憶と全く違う母の姿を見
ることになって――。

と　き 　　出　演・催　し　　
1 日水 赤ちゃんおはなし会たっち

11 日土 お話しポケット
12 日日 にじの会
18 日土 おはなしトントン
26 日日 にじの会
※時間はいずれも午前 11 時から

�
△

ところ　おはなしのへや・多目的室

　図書館は、年末年始は休館です。
　そこで、通常 10 冊までの貸出冊数
を無制限とします。
　この機会に、長編小説や全集、絵本
などたくさん借りて読書を楽しんでみませんか。△ �

期間　12 月 14 日火～ 28 日火、1 月 4 日火～ 10
日月

※1月11日火～21日金は蔵書点検のため休館です。

俳
句
・
短
歌

■休館日　 ６日月、13 日月、20 日月、23 日木、
27 日月、29 日水～ 31 日金

　　　　　【年始】1 月１日土～３日月

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前10時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※ 資料検索や

予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん 12月

定例おはなし会

新 着 図 書

注目の一冊

　12 月 12 日日午後 2 時より、「ももた
ろうからのてがみ」の作者 原賀いずみ
さんの講演会を行います ( 図書館カウ
ンターまたは電話で事前申込先着順 )。
　併せて、ギャラリーあしやで行った
原賀いずみさんの原画展を、図書館に
場所を移して開催します。絵本と原画の色や風合い
の違いを楽しんでください。△

期間　11 月 26 日金～ 12 月 19 日日

貸出冊数無制限

図書館講演会と絵本原画展
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ネ
ッ
ト
の
危
険
か
ら

子
ど
も
を
守
ろ
う

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
っ
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
ま
す
ま
す
私
た
ち
の
生
活

に
身
近
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
役
立
つ
情

報
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
有
害

情
報
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
犯
罪
や
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
絶
え
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
保
護
者
が
で
き
る
ト
ラ
ブ
ル

防
止
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

①�

ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

　
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
、

子
ど
も
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
使
用

状
況
を
保
護
者
が
把
握
し
た
り
、
安
全
管

理
を
行
っ
た
り
す
る
機
能
で
す
。
例
え
ば
、

子
ど
も
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
ゲ
ー

ム
を
す
る
場
合
、
保
護
者
の
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
、
子
ど
も
の
日
々
の
使
用
状
況
を

確
認
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間
の
長

さ
や
時
間
帯
の
調
整
、
課
金
の
制
限
な
ど

を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
子

ど
も
の
使
用
状
況
に
応
じ
て
う
ま
く
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

②
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を

　
賢
く
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
と
は
、
子
ど
も
が
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
利
用
す
る
際
に
、
有
害

情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す
る
機
能
で
す
。

例
え
ば
、
う
っ
か
り
、
あ
る
い
は
故
意
に
危

険
な
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
な
い
よ
う
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
や
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
、

暴
力
的
な
表
現
の
あ
る
サ
イ
ト
な
ど
を
、
子

ど
も
が
閲
覧
で
き
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

③
家
庭
の
ル
ー
ル
を

　
子
ど
も
と
一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う

　
子
ど
も
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

上
手
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
、
家
庭
の
ル
ー
ル
を

作
り
ま
し
ょ
う
。
ル
ー
ル
作
り
は
保
護
者

が
一
方
的
に
押
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、

子
ど
も
と
一
緒
に
な
っ
て
、
利
用
目
的
や

利
用
場
所
・
時
間
帯
を
話
し
合
っ
て
決
め

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
ま
た
、
そ
の
ル
ー

ル
は
、
成
長
と
と
も
に
少
し
ず
つ
変
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
次
代
を
担
う
大
切
な
子
ど
も
た
ち
が
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
状
況
を
家
庭
で
再

確
認
し
、
子
ど
も
た
ち
を
リ
ス
ク
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う
。

▽  問い合わせ　社会教育係 
（☎２２３‒ ３５４６）

すくすく育て
あしやっ子
NO.180

　この条例は、平成 28 年に施行された障害者差別解消法
を踏まえ、障がいを理由とする差別の解消を推進し、障が
いの有無にかかわらず、誰もがお互いに尊重し、支え合い
ながら暮らせる町になることを目指して、平成 31 年３月に
制定されました。
　また、条例では、障がいを理由とする差別を「不当な差
別的取り扱い」と「合理的配慮をしないこと」と定義し、
差別の解消に向けて次のことを定めています。
⃝不当な差別取扱いの禁止
　 　障がいを理由として、サービスの提供を拒否すること

や、場所や時間帯などを制限すること、条件をつけるこ
となどの行為が禁止されています。

⃝合理的配慮の提供
　 　障がいのある人から、何らかの対応や配慮をしてほしい

という意思が伝えられた場合に、個別に調整をすることで
す。近くに困っている人がいたら、声をかけてください。

　私たち一人ひとりが障がいを正しく理解し、障がい者差
別のない町を目指しましょう。

芦屋町障がい者差別解消条例を
知っていますか

　障害者週間とは、障がい者の福祉への関心
と理解を深めるとともに、障がい者が社会や経
済、文化などあらゆる分野の活動に積極的に参
加する意欲を高めることを目的としています。
　「障がい」は、その人の体や心にある「機能
の障がい」と「社会的障壁」の両方で作り出
されています。障がいを正しく理解し、日常
生活や社会活動のなかでサポートすることで、
障がいのある人たちの社会参加の機会が広ま
ります。一人ひとりが障がいに関しての知識
を深め、物理的・心理的なバリアをなくして
いくことが大切です。
　芦屋町では障害者週間にあわせて、芦屋町
図書館内に関連図書コーナーを設置し、障が
い者に関する啓発を行います。
※ 社会的障壁とは、障がいのある人が日常生

活や社会生活を営むうえで妨げとなるよう
な、制度や偏見などです。

12 月３日金～９日木は
障害者週間です

▽問い合わせ　障がい者・生活支援係 （☎２２３‒ ３５３０）
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私たちの手で支えあいの地域をつくる

▽  問い合わせ　高齢者支援係
　（☎２２３‒ ３５３６）

　「地域福祉」という言葉があります。あまり聞き慣れない言葉かもしれませんが、高齢や障
がい、児童などの分野を超えて、地域に暮らす人みんなの福祉（しあわせ）を実現しようとい
う考え方を表した言葉です。
　具体的には、福祉における自助（自分で頑張る）、共助（負担をみんなで分けあうために年金
や保険などの公的制度を作る）、公助（共助でも救えない人を公金を使って助ける）による取り
組みだけでなく、自助と共助の間に、互助（困った時はお互い様の精神で助けあう）を加え、自
助、互助、共助、公助がそれぞれの力を発揮することで、地域の福祉を高めようというものです。
　たとえば、高齢で足腰が悪く、ごみステーションまでごみを出しに行くのが難しい人がいた
とします。自助は難しいので共助の介護保険サービスのヘルパーを利用したいと思っても、朝
早すぎて利用できないことがあります。そこで、公助での解決を考えますが、各個人宅まで収
集車が回るのは、時間的にも費用的にも効率的ではなく大変です。
　こうした、いわゆる「隙間の問題」に対応するためには、住民同士の助けあいのしくみが必要
です。ごみ出しの手伝いなど、住民同士で小さな困りごとの解決のために助けあうことで、いつ
か自分が困りごとを抱える側になっても、安心して地域の中で暮らし続けられると思いませんか。

　「助けあい」の大切さ

助けあい・支えあいの地域づくり―地域支えあいマップ―

　「地域支えあいマップ」作成に取り組んでみませんか

地域支えあいマップを作る過程で見えてくること
　〇支援を必要とする人がどこに住んでいるのか
　〇どのような支援が必要なのか
　〇誰が支援を行えるのか
　○地域の課題は何で、どうやって解決できるか　など
▷地域支えあいマップに関する問い合わせ　芦屋町社会福祉協議会（☎２２２‒ ２８６６）

　地域で助けあうといっても、誰がどんな困りごとを抱えているかという情報を地域全体で把
握することは簡単ではありません。
　そこで活躍するのが、「地域支えあいマップ」という取り組みです。
　地域支えあいマップは、地域の中にどのような支援を必要とする人が住んでいるかなど、地
域の皆さんがそれぞれ持ち寄った情報を地図上に落とし込み、地域の情報を共有するために作
成します。
　支援を必要とする人の情報を地図上で視覚化することで、助けあいの体制構築について具体
的に話しあえるようになります。その中で、多くの人に共通する困りごと（地域課題）が見え
てくれば、次のステップでは、地域課題の解決に向けた動きにもつながります。
　現在、町内で８つの自治区がこの取り組みに参加しています。マップの作成にあたっては、
芦屋町社会福祉協議会がサポートしますので、皆さんの地域でも地域支えあいマップ作成に取
り組んでみませんか。
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芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

問い合わせ（市外局番０９３）

☎ 223-3677図 書 館
☎ 222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎ 223-0731町民会館 ☎ 222-1981芦屋東公民館

☎ 223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎ 222-2555
芦屋釜の里 ☎ 223-5881

☎ 222-0181総合体育館

ま
ち
の
施
設
の
休
み

●�

役
場
、
町
民
会
館
、
各
体
育
施
設

▽�

期
間　
12
月
29
日
水
～
１
月
３
日
月

●�

中
央
・
山
鹿
・
芦
屋
東
の
各
公
民
館
、

図
書
館

▽�
期
間　
12
月
29
日
水
～
１
月
３
日
月

●�

芦
屋
釜
の
里
、
芦
屋
歴
史
の
里

▽�

期
間　
12
月
27
日
月
～
１
月
３
日
月

●�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー

▽�

期
間　
12
月
28
日
火
～
１
月
３
日
月

救
急
医
療
は
こ
ち
ら
へ

●
受
診
の
と
き
に
持
っ
て
い
く
も
の

　

健
康
保
険
証
、
高
齢
受
給
者
証
、
医

療
証
（
ひ
と
り
親
家
庭
等
・
子
ど
も
・

重
度
障
害
者
）、ま
た
は
診
療
依
頼
書（
生

活
保
護
世
帯
）

●
内
科
と
小
児
科

▽�

と
き　
12
月
31
日
金
～
１
月
３
日
月
・

午
前
９
時
～
11
時
30
分
、
午
後
１
時

～
４
時
30
分

※ 

た
だ
し
、
１
月
１
日
土
は
正
午
～
午

後
４
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
遠
賀
中
間
休
日
急
病
セ
ン

タ
ー
（
遠
賀
町
大
字
尾
崎
・
お
ん
が

病
院
内
☎
２
８
２
‐
９
９
１
９
）

※ 

乳
幼
児
の
診
療
は
、
専
門
外
の
医
師

が
担
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
必

ず
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
歯
科

▽�

と
き　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

▽�

当
番
医
院　
12
月
29
日
水
＝
藤
江
歯

科
医
院
（
遠
賀
町
田
園
☎
２
９
３
‐

１
３
４
１
）、
30
日
木
＝
日
高
歯
科
医

院
（
中
間
市
大
字
垣
生
☎
２
４
５
‐

３
９
１
５
）、
31
日
金
＝
高
島
歯
科
医

院
（
芦
屋
町
高
浜
町
☎
２
２
３
‐
１

５
１
５
）、
１
月
１
日
土
＝
藤
井
歯
科

医
院
（
中
間
市
鍋
山
町
☎
２
４
４
‐

７
１
５
５
）、
２
日
日
＝
く
ま
が
い
歯

科
医
院
（
岡
垣
町
桜
台
☎
２
８
３
‐

２
１
１
２
）、
３
日
月
＝
宮
口
歯
科
医

院
（
中
間
市
通
谷
☎
２
４
３
‐
５
０

５
５
）

※ 

受
診
前
に
当
番
医
院
に
電
話
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
制
度

　
夜
間
の
急
な
病
気
な
ど
に
適
切
な
助
言

を
行
い
ま
す
。

▽�

相
談
時
間　
月
曜
日
～
土
曜
日
＝
午

後
６
時
～
午
後
10
時
、
日
曜
日
・
祝

日
＝
午
後
５
時
～
午
後
10
時

▽�

電
話
番
号　
２
８
２
‐
９
９
１
９

　
（
遠
賀
中
間
休
日
急
病
セ
ン
タ
ー
）

●
救
急
車
？
病
院
？
迷
っ
た
ら
！

　
＃
７
１
１
９

　

看
護
師
が
24
時
間
３
６
５
日
体
制
で
ア

ド
バ
イ
ス
や
最
寄
り
の
医
療
機
関
の
案
内
を

行
い
ま
す
。
福
岡
県
救
急
医
療
電
話
相
談
・

医
療
機
関
案
内
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
24
時
間
年
中
無
休

▽�

電
話
番
号　

＃
７
１
１
９
ま
た
は
、

〈
０
９
２
〉
４
７
１
‐
０
０
９
９
（
福

岡
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
）

※ 

重
症
時
は
迷
わ
ず
に
１
１
９
番
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

　

子
ど
も
が
急
な
病
気

や
ケ
ガ
で
心
配
な
と
き
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
平
日
＝
午
後
７
時
～
翌
朝
７

時
、
土
曜
日
＝
正
午
～
翌
朝
７
時
、

日
曜
日
＝
午
前
７
時
～
翌
朝
７
時

▽�

電
話
番
号　

＃
８
０
０
０
ま
た
は
、

６
６
２
‐
６
７
０
０
（
福
岡
県
小
児

救
急
医
療
電
話
相
談
）

◦�

Ｑ
助
（
全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ
）

　
急
な
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、
該
当

す
る
症
状
を
画
面

上
で
選
択
し
て
い

く
と
、
緊
急
度
に
応

じ
た
適
切
な
対
応

が
表
示
さ
れ
ま
す
。

事
前
に
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
お
く
と

安
心
で
す
。

　

掲
載
の
催
し
な
ど
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

状
況
に
よ
っ
て
、
変
更
・
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

年
末
年
始

ホームページ アプリの
ダウンロード
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
更
に
詳
し
い
情

報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）

年
末
年
始
の

ご
み
と
し
尿
の
収
集
を
休
み
ま
す

●�

ご
み
の
収
集　
12
月
30
日
木
～
１
月

３
日
月
は
休
み
ま
す
。

●�

リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
の
自
己
搬
入　
12

月
29
日
水
・
午
後
４
時
30
分
ま
で
受

け
付
け
ま
す
。

※ 

12
月
30
日
木
～
１
月
３
日
月
は
搬
入

で
き
ま
せ
ん
。

●�

粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー　
12
月
29

日
水
～
１
月
３
日
月
は
休
み
ま
す
。

●�

し
尿
の
収
集　
12
月
29
日
水
～
１
月

３
日
月
は
休
み
ま
す
。
臨
時
収
集
を

希
望
す
る
人
は
、
12
月
20
日
月
ま
で

に
、
収
集
業
者
へ
直
接
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

【
収
集
業
者
連
絡
先
】

　

 

芦
屋
地
区
＝
（
有
）
環
整　
（
☎
２
２

３
‐
０
４
０
２
）
山
鹿
地
区
＝
（
有
）

太
洋
社　
（
☎
２
９
３
‐
３
３
３
１
）

▽�
問
い
合
わ
せ　

ご
み
収
集
＝
環
境
・

公
園
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
８
）、

し
尿
収
集
＝
下
水
道
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
４
９
）

※ 

年
始
の
ご
み
収
集
は
、
広
報
あ
し
や

１
月
号
に
折
り
込
ま
れ
る
「
１
月
の

情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
収
集
日
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
機
関
の
年
末
年
始
ダ
イ
ヤ

▽�

期
間　

 

12
月
30
日
木
～
１
月
３
日
月

●�

北
九
州
市
営
バ
ス
＝
休
日
ダ
イ
ヤ
で

運
行

●�

芦
屋
タ
ウ
ン
バ
ス
＝
土
休
日
ダ
イ
ヤ

で
運
行

●�

芦
屋
町
巡
回
バ
ス
＝
運
休

▽�

問
い
合
わ
せ　
北
九
州
市
営
バ
ス
＝

北
九
州
市
交
通
局
向
田
営
業
所
（
☎

６
９
１
‐
０
１
３
１
）、
芦
屋
タ
ウ
ン

バ
ス
、
芦
屋
町
巡
回
バ
ス
＝
地
域
振

興
・
交
通
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
９
）

消
防
団
の
歳
末
警
戒

　
空
気
が
乾
燥
し
や
す
い
こ
の
時
期
は
、

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
年

末
の
慌
た
だ
し
い
時
期
の
火
事
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
、
今
年
も
消
防
団
が
夜

間
に
町
内
を
巡
視
し
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
27
日
月
～
29
日
水
・
午

後
７
時
～
９
時

▽�

問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
２
）

水
道
管
の
凍
結
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
、
水
道
管
や

水
道
メ
ー
タ
ー
が
凍
結
し
た
り
破
裂
し

た
り
し
ま
す
。
露
出
し
た
水
道
管
に
保

温
チ
ュ
ー
ブ
を
巻
い
た
り
、
メ
ー
タ
ー

の
周
り
に
砂
を
入
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
を

詰
め
た
り
し
て
保
護
し
ま
し
ょ
う
。

　

水
道
管
の
修
理
な
ど
（
有
料
）
は
、

北
九
州
市
上
下
水
道
局
指
定
の
給
水
装

置
工
事
事
業
者
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▽���

問
い
合
わ
せ　
北
九
州
市
上
下
水
道

局
西
部
工
事
事
務
所
（
☎
６
４
４
‐

７
８
２
０
）

19
歳
～
39
歳
の
皆
さ
ん

芦
屋
町
の
若
者
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

生
活
習
慣
病
は
自
覚

症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。

元
気
で
も
若
い
う
ち
か

ら
毎
年
健
診
を
受
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

▽�

受
診
期
限　
令
和
４
年
３
月
31
日
木

ま
で

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
中
央
病
院
・
柿
木
医

院
・
須
子
医
院
・
聖
和
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

花
美
坂
ク
リ
ニ
ッ
ク

▽�
対
象　
19
～
39
歳
の
職
場
な
ど
で
健

診
を
受
け
る
機
会
が
な
い
人

▽�

健
診
料　
５
０
０
円

▽�

健
診
内
容　

血
液
検
査
、
尿
検
査
、

身
体
測
定
、
診
察

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
受
診
券
・
健
康

保
険
証
・
５
０
０
円

※ 

受
診
券
を
紛
失
し
た
人
は
健
康
づ
く

り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
３
）
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
し
込
み　
医
療
機
関
へ
直
接
、
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

「
高
血
圧
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
」

　
高
血
圧
は
脳
梗
塞

や
虚
血
性
心
疾
患
、

慢
性
腎
臓
病
な
ど
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

高
血
圧
と
は
、
ど
ん

な
病
気
な
の
か
、
予

防
の
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
な
ど
を
学
び
ま
し

ょ
う
。

▽�

と
き　
12
月
21
日
火
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

午
後
１
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

内
容　
高
血
圧
の
お
話
、
減
塩
食
の

試
食

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料　

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具

▽�

申
し
込
み　

12
月
14
日
火
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

健
康

広報あしや　2021.12⑮



健
康
優
良
家
庭
を
表
彰
し
ま
す

　

芦
屋
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
の
被

保
険
者
全
員
が
１
年
間
医
療
機
関
な
ど

を
受
診
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
国
民
健

康
保
険
税
に
滞
納
が
な
い
な
ど
の
要
件

を
満
た
し
た
世
帯
を
、
健
康
優
良
家
庭

と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
該
当
世
帯
の
世
帯
主

に
対
し
て
、
12
月
上
旬
に
記
念
品
を
贈

り
ま
す
。

　

今
後
も
町
の
健
康
診
査
を
大
い
に
活

用
し
、
健
康
を
保
持
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
３
２
）

医
療
費
通
知
を
発
送
し
ま
す

　
芦
屋
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
２
カ
月

に
１
回
（
奇
数
月
の
月
末
）、
世
帯
主
へ

医
療
費
通
知
を
発
送
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

こ
の
医
療
費
通
知
は
、
確
定
申
告
（
医

療
費
控
除
）
の
際
、
添
付
す
る
こ
と
で

「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の
明
細
欄
の

記
載
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
令
和
３
年
12
月
診
療
分
は

医
療
機
関
な
ど
の
領
収
書
を
基
に
「
医

療
費
控
除
の
明
細
書
」
を
作
成
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

令
和
４
年
１
月
以
降
の

医
療
費
通
知
発
送
月
一
覧

診
療
年
月

発
送
年
月

３
年
10
月
～
11
月

４
年
１
月
末

３
年
12
月
～
４
年
１
月
４
年
３
月
末

４
年
２
月
～
３
月

４
年
５
月
末

�

▽��

問
い
合
わ
せ

　

�

医
療
費
通
知
に
関
す
る
こ
と
＝
保
険

年
金
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
２
）、

確
定
申
告
に
関
す
る
こ
と
＝
課
税
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
４
）

ぱ
く
ぱ
く
料
理
教
室

離
乳
食
・
幼
児
食
作
り
体
験

　
大
人
の
食
事
を
作
り
な
が
ら
、
子
ど

も
の
年
齢
に
合
わ
せ
た
取
り
分
け
離
乳

食
・
幼
児
食
づ
く
り
を
学
べ
ま
す
。
調

理
中
は
託
児
が
あ
り
ま
す
。
調
理
後
は

子
ど
も
も
一
緒
に
食
事
を
し
ま
す
。

※ 

１
歳
６
カ
月
未
満
用
の
離
乳
食
は
保

護
者
の
試
食
の
み
で
す
。

▽�

と
き　
12
月
７
日
火
・
午
前
９
時
15
分

（
９
時
か
ら
受
け
付
け
）
～
午
後
１
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
就
学
前

の
子
ど
も
と
保
護
者

▽
定
員　
８
組

▽�

参
加
費　
大
人
４
０
０
円
、
食
事
を

す
る
子
ど
も
１
５
０
円

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

健
康
・
子
育
て

園児を募集します
　令和４年４月からの保育所（園）・認定こども
園（保育利用）の新規申し込みを受け付けます。

▽ �受付期間
　一次申し込み＝ 12 月３日金～１月７日金　
　二次申し込み＝１月 11 日火～２月 28 日月
※一次申し込みをした人が優先です。
※２月・３月に入所を希望する場合の申し込み

期限は１月７日金です。

▽ �入所対象　３カ月児から

▽入所要件　①同居の家族が仕事などで保育が
できない家庭　②出産や病気、介護、看護な
どで保育ができない家庭など

▽提出書類
① 施設型給付費・地域型給付費等教育・保育給

付認定申請書
※ 世帯全員のマイナンバーの記載が必要です。
② 保育利用申込書
※ ０歳児は母子健康手帳の写しが必要です。

③ マイナンバー確認書類と身元確認書類（保護
者１人分）

④ 保育を必要とする証明書類（所属する会社の
雇用証明書など）

⑤ 令和３年１月１日に芦屋町に住んでいない
場合は、その時点の居住地での所得課税証
明書

※ 提出書類の様式は健康こども課窓口で配布し
ています。また、町のホームページからダウ
ンロードできます。

※ 事前に入所を希望する施設の見学を済ませた
うえで、申し込んでください。施設見学は各
施設に直接申し込んでください。

※ 町外の保育所、認定こども園（保育利用）を
希望する場合も、芦屋町役場で手続きをして
ください。

▽ �申し込み・問い合わせ　子育て支援係
　（☎２２３‐３５３７）

広報あしや　2021.12 ⑯



角
巾
、手
拭
き
用
タ
オ
ル
、ス
リ
ッ
パ
、

筆
記
用
具

▽�
申
し
込
み　

12
月
１
日
水
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

ハ
ロ
ー
！
Ｂ
ａ
ｂ
ｙ
教
室

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
た
め
に

　
楽
し
く
子
育
て
の
勉
強
を
し
ま
せ
ん
か
。

▽��

と
き　
12
月
12
日
日
・
午
前
９
時
15
分

（
９
時
か
ら
受
け
付
け
）
～
午
後
０
時

30
分
ご
ろ

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階
（
和
室
）

▽�

内
容　
助
産
師
に
よ
る
赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
る
た
め
の
話
、
風
呂
の
入
れ
方

（
実
習
）、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
、
パ
パ

の
妊
婦
体
験
、
栄
養
士
に
よ
る
妊
娠

中
の
栄
養
の
話

▽�

対
象　
妊
婦
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

母
子
健
康
手
帳
副
読
本
、
筆
記
用
具
、

バ
ス
タ
オ
ル

▽�

申
し
込
み　

12
月
８
日
水
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

12 月の日曜開館日　５日、19日

♥すくすく広場「栄養の話」

▽�とき　12 月２日木・午前 10 時～ 11 時

♥にこにこ絵本

▽�とき　12 月６日月・午前 11 時～ 11 時 30 分

♥クリスマス会（10組限定・事前申し込み）

▽�とき　12 月８日水・午前 10 時～ 11 時

▽ �申し込み　12 月１日水から
※ イベントのため、午前中の入

館は予約者のみ

♥絵本タイム

▽�とき　12 月 17 日金・午前
11 時～ 11 時 30 分

♥育児相談　
【ほほえみ相談】小児専門の臨床心理士による相談

▽ �とき　12 月１日水・午前 10 時～正午
※予約は町内に住んでいる人のみです。

【たんぽぽ相談】保健師・栄養士による相談
　今月のたんぽぽ相談はありませんが、気になる
ことがあればいつでも電話してください。
　次回は１月 11 日火です。
【離乳食の日】栄養士による栄養指導と進め方相談

▽ �とき　12 月 14 日火・午前 10 時 30 分～ 11 時
30 分

※ 実際には食べませんが、家庭で作った離乳食や
市販のベビーフードの形状や種類などのアドバ
イスをします。

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽ �とき　12 月 15 日水・午前 10 時～正午

▽ �ところ　山鹿公民館和室
※ たんぽぽスタッフが絵本やおもちゃを用

意して待っています。

た ん ぽ ぽ コ ー ナ ーた ん ぽ ぽ コ ー ナ ー
対象は、就学前の子どもと保護者です。
●�問い合わせ　芦屋町子育て支援センター
�「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）

　新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、園開
放を中止している園もあります。
※ 日程は天候などで変更になる場合があります。また、

事前に電話予約が必要なものもあります。申し込みや
問い合わせは、直接、園へお願いします。

◦認定こども園�芦屋中央幼稚園（☎２２２‐０３２７）
とき

（時間＝10：00～11：30） 内　容

　１月 13日木 体育遊び「プロ講師」全身を使って
遊ぼう（親子 15組）

　２月 21日月 在園児と遊ぼう（親子 15組）年少
組さんと一緒に楽しく過ごそう

　３月 16日水 絵画造形プロ講師「いろいろな素材を
使って楽しもう」（親子 15組）

◦愛生幼稚園（☎２２３‐０３５８）
とき

（時間＝10：00～11：30） 内　容

　１月 27日木 制作遊び
　２月 17日木 ボールで遊ぼう
　３月３日木 在園児さんと遊ぼう

幼稚園・保育所・認定こども園

������園開放日１月  ～３月

掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。広報あしや　2021.12⑰



人
権
生
活
相
談

【
定
例
相
談
】

◎�

12
月
９
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

◎�

12
月
23
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

▽�

相
談
内
容　
人
権
に
関
す
る
こ
と
や

生
活
、
就
職
、
進
学
相
談
な
ど

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

◎��

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

　
家
庭
、
相
続
、
登
記
、
戸
籍
、
金
銭
、

い
じ
め
・
不
登
校
の
人
権
問
題
な
ど
の

相
談
に
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
16
日
木
・
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

▽�

相
談
料　
無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
・
生
活
支
援

係（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）

※ 
事
前
に
相
談
内
容
を
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

無
料
法
律
相
談

▽�

と
き　
12
月
21
日
火
・
午
後
１
時
30

分
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
役
場
２
階

▽�

定
員　
７
人
（
先
着
順
）

▽�

受
け
付
け　
12
月
１
日
水
か
ら
、
庶

務
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
２
）
へ

※ 

相
談
時
間
は
１
人
約
20
分
で
す
。

※ 

遅
れ
る
と
き
や
相
談
の
取
り
消
し
を
す

る
と
き
は
、
必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
契
約
書
な

ど
の
関
係
書
類
（
写
し
で
も
可
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

一
つ
の
相
談
に
対
し
１
回
ま
で
。
ま

た
、
複
数
人
で
申
し
込
め
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
暮
ら
し
を
守
る

生
活
困
窮
者
無
料
相
談
会

　

生
活
保
護
受
給
や
借
金
問
題
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
生
活
困

窮
や
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
の
雇
用
問
題

の
相
談
に
司
法
書
士
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
11
日
土
・
午
前
10
時
～
午

後
４
時

▽�

相
談
方
法　
電
話
相
談

▽�

相
談
電
話
番
号　
０
９
２
‐
７
２
２

‐
４
１
３
１

▽�

主
催
・
問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
司
法

書
士
会
事
務
局
（
☎
０
９
２
‐
７
２

２
‐
４
１
３
１
）

相
談

・
福
祉

冷蔵庫の中に安心を

♥救急医療情報キットを
　備えましょう
　救急医療情報キットは、家族の緊急連絡先や、自
分のかかりつけ医療機関などの情報（救急連絡カー
ド）を専用の容器に入れて自宅の冷蔵庫に保管して
おき、急病など緊急時に、救急隊員やかけつけた人
に必要な情報が伝わるようにするものです。

▽ �対象　65 歳以上の一人暮らしの人、65 歳以上
の高齢者夫婦世帯、障がい者で一人暮らしの人

▽ �救急医療情報キットの内容　
　1救急情報記入用紙（救急連絡カード）

　 2 マグネットシール１枚
　　�（冷蔵庫の扉に貼用）、
　　��シール１枚
　　�（玄関の内側に貼用）

▽配布場所　役場福祉課窓口　

▽費用　無料
♥�「救急医療情報キット」を利用している皆さん、
救急キットの容器に入れている情報は、最新の
ものですか？

　救急連絡カードの記載内容に変更があった場
合、かけつけた人に正しく情報が伝わるように、
必ず書きかえて保管してください。

▽ �申し込み　
　高齢者支援係　（☎２２３‐３５３６）

3保管容器

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp 広報あしや　2021.12 ⑱



高齢者虐待をなくそう
◦無意識に行っていることが虐待にあたることがあります
　 　新型コロナウイルスの感染拡大防止に伴う外出自粛などで、家族が顔を合わせて過ごすこ

とが増えて、生活のストレスや不安から家庭内の問題が深刻化することが懸念されています。
　 　高齢者を虐待している養護者（世話をする人）は、自分が虐待をしている自覚がないこと

も多く、養護者が「高齢者のために」と思って行っていることが虐待につながっていること
もあります。

◦早めに相談してください
　 　介護のことを誰にも相談できずに自分や家族だけで悩んでいませんか。
　 　ささいなことでも相談することで、高齢者に医療や介護サービスなどの適切な対

応を行うことができ、養護者の介護負担も軽くなって、虐待の深刻化を防ぐことに
つながります。介護は長期にわたるため、家族だけでは限界があります。無理をせず、
さまざまなサービスや制度を利用して介護の負担を減らすようにしましょう。

　 　また、「虐待かもしれない」と思った場合も相談してください。秘密は守られま
すので安心してください。新型コロナウイルス感染拡大防止のため、まずは電話で相談
してください。

▼ �問い合わせ　�芦屋町地域包括支援センター（役場福祉課内）
（☎２２３‐３５８１）

◦高齢者虐待の例

広報あしや　2021.12⑲

■■��介護・世話の放棄、放任
⃝ 本人が「食べたい」「飲みた

い」と言わないので食事や
水分補給をしない

⃝ 入浴させておらず異臭がし
たり、髪が伸び放題だったり、
皮膚が汚れたりしている

■■��経済的虐待
◦ 年金手帳や預金通帳など

を管理して、本人に無断
で使う
◦�日常生活に必要な金銭を

渡さない、使わせない

�■■��心理的虐待
◦  怒鳴ったり、無視したり、

侮辱を込めて子どものよ
うに扱う

�■■��性的虐待
◦  排泄の失敗に対

して懲罰的に下
半身を裸にして
放置する

�■■��身体的虐待
◦  叩いたり、蹴ったりする。

意図的に薬を過剰に飲ま
せる
◦ 認知症で徘

はいかい
徊するため、

部屋に閉じ込める



会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集

● 

特
別
支
援
学
級
介
助
員

▽�

任
期　
１
月
11
日
火

～
３
月
31
日
木

※ 

勤
務
成
績
が
良
好

で
、
同
職
種
が
あ
る

場
合
に
、
再
度
任
用

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
た
だ
し
、

２
回
ま
で
）。

▽
募
集
人
数 　
１
人

▽ 

業
務
内
容　
特
別
支
援
学
級
の
教
員

の
補
助

▽ 

勤
務
地　
山
鹿
小
学
校

▽ 

勤
務
時
間　
午
前
８
時
15
分
～
午
後

３
時
の
間
で
学
校
長
が
指
示
す
る
時
間

▽ 

勤
務
形
態　
原
則
、
平
日
勤
務
。
１

日
５
時
間
（
週
25
時
間
）

※ 

学
校
行
事
な
ど
で
土
日
出
勤
の
場
合

あ
り
（
冬
・
春
休
み
は
休
み
）。
原
則

休
憩
な
し
。
た
だ
し
、
勤
務
を
延
長

す
る
場
合
は
法
定
の
休
憩
時
間
。

▽
報
酬　
時
給
８
９
７
円

▽
保
険　
雇
用
保
険

▽ 

試
験
内
容　
個
人
面
接

※
日
程
は
担
当
課
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

▽ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
12
月
10

日
金
ま
で
に
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
人
事
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
４
）
へ
提
出
（
郵
送
可
。

た
だ
し
、
12
月
10
日
金
必
着
）

※ 

申
込
書
は
、
総
務
課
窓
口
に
設
置
し

て
い
ま
す
。
ま
た
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※ 

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す
る

欠
格
条
項
に
該
当
す
る
人
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。

※ 

地
方
公
務
員
法
の
各
規
定
（
守
秘
義

務
、職
務
専
念
義
務
、懲
戒
処
分
な
ど
）

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

令
和
４
年
度
航
空
自
衛
隊

芦
屋
基
地
の
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
基
地
諸
施
策
の
改

善
と
向
上
の
た
め
、

基
地
の
行
事
や
研
修

に
参
加
し
、
航
空
自

衛
隊
や
芦
屋
基
地
に

対
す
る
意
見
を
提
出

す
る
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

▽�
対
象　
20
歳
以
上
の
人
（
国
会
議
員
、

常
勤
公
務
員
は
除
く
）
で
、
防
衛
問

題
と
自
衛
隊
に
関
心
が
あ
り
、
公
正

で
建
設
的
な
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が

で
き
る
人
。
ま
た
、
平
日
を
含
む
行

事
や
研
修
（
年
間
10
回
程
度
）
に
参

加
で
き
る
人

▽�
期
間　
令
和
４
年
４
月
～
令
和
５
年

３
月
の
１
年
間

▽
募
集
人
数 　
１
人

▽�

応
募
方
法　
往
復
は
が
き
に
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生

年
月
日
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
、

携
帯
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

応
募
理
由
を
記
入
の
う
え
、
１
月
21
日

金（
必
着
）ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
宛
先
】
〒
８
０
７
‐
０
１
３
３　

芦

屋
町
芦
屋
１
４
５
５
‐
１　
航
空
自
衛
隊

芦
屋
基
地 

基
地
渉
外
室
「
令
和
４
年
度

芦
屋
基
地
モ
ニ
タ
ー
」
係

※ 

発
表
は
、
返
信
用
は
が
き
の
発
送
を
も

っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
は
、
十
分
注
意

し
管
理
し
ま
す
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
（
☎
２
２
３
‐
０
９
８
１

内
線
３
４
４
）

令
和
４
年
度
芦
屋
町
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
出
店
者
募
集

　

芦
屋
町
で
起
業
を
希
望
す
る
人
が
、

起
業
す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
事
前
に

学
べ
る
場
と
し
て
、
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル

ア
ク
ア
シ
ア
ン
横
に
あ
る
店
舗
の
出
店

者
を
募
集
し
ま
す
。

▽�
募
集
業
種　
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
専
門
の

飲
食
店

▽�
対
象　
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
を
と

お
し
て
芦
屋
町
で
起
業
を
考
え
る
20

歳
以
上
の
人
（
現
時
点
で
法
人
や
店

舗
な
ど
の
営
業
を
既
に
行
っ
て
い
る

人
は
対
象
外
）

▽�

出
店
期
間　
令
和
４
年
４
月
１
日
～

令
和
５
年
３
月
31
日

※ 

た
だ
し
、
令
和
6
年
3
月
31
日
を
限

度
と
し
て
、
1
年
延
長
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▽�

応
募
方
法　
出
店
を
希
望
す
る
人
は
、

必
要
書
類
（
出
店
申
込
書
、
エ
ン
ト
リ

ー
シ
ー
ト
、
各
種
照
会
に
関
す
る
同
意

書
、
芦
屋
町
商
工
会
会
員
と
な
る
こ
と

の
誓
約
書
、
住
民
票
）
を
産
業
観
光
課

に
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

選
考　
選
考
後
、
面
談
選
考
（
1
月
下

旬
）
を
行
い
、
決
定
し
ま
す
。

▽�

応
募
期
間　
11
月
22
日
月
～
12
月
20

日
月

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効

▽ 

問
い
合
わ
せ　
商
工
観
光
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
２
）

令
和
３
年
度
第
４
回

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▽�

募
集
住
宅　
県
内
に
所
在
す
る
県
営

住
宅
（
詳
細
は
募
集
案
内
に
記
載
）

▽�

募
集
案
内
配
布
期
間　
12
月
２
日
木

～
12
月
17
日
金

※�

募
集
案
内
は
環
境
住
宅
課
窓
口
に
設

置
し
て
い
ま
す
。

▽�

受
付
期
間　
12
月
９
日
木
～
12
月
17

日
金

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
住
宅
供
給
公

社
県
営
住
宅
管
理
部
管
理
課
（
☎
０

９
２
‐
７
８
１
‐
８
０
２
９
）

募
集

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp 広報あしや　2021.12 ⑳



年末の交通安全運動年末の交通安全運動1212月月1111日日土土～31～31日日金金
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ▼ �問い合わせ　地域振興・交通係（☎２２３‐３５３９）

　交通ルールの遵守と正しいマナーの実
践を習慣づけ、交通事故防止の徹底を目
的に、12 月11日土から31日金まで県下
一斉に交通安全運動が行われます。
　一人ひとりが交通ルールや交通マナー
を守ることの大切さを理解し、自分の命
は自分で守る意識を身につけましょう。

▽ �重点項目　飲酒運転撲滅、子どもと高齢者の交通事故防止、
自転車の安全利用の推進

【飲酒運転ダメ！絶対！】
　飲酒運転は犯罪です。
　「飲酒運転は、絶対しない、させない、許さな
い。そして、見逃さない」ことを徹底しましょう。
飲酒運転を見かけたら、迷わず１１０番通報しましょう。

みんなの

 ね・ん・き・ん
社会保険料控除証明書が
届きます
（年末調整、確定申告用）

　日本年金機構から、国民年金保険料
を納付した人に「社会保険料（国民年
金保険料）控除証明書」が送付されます。
手元に届いたら、大事に保管し、年末調
整や確定申告の際に使用してください。
令和３年中に納付したものであれば、過
去の年度分や追納した保険料もすべて
社会保険料控除の対象となります。

① �11 月上旬に送られてきた人
　令和３年１月１日～９月 30 日の間に
保険料を納付した人
②令和４年２月上旬に送られてくる人
　令和３年 10 月１日～ 12 月 31 日の
間に今年初めて保険料を納付した人
※ なお、自分の保険料だけでなく、配

偶者や子どもなどが負担すべき保険
料を支払っている場合、その保険料
も合わせて控除が受けられます。

　「社会保険料（国民年金保険料）控除
証明書」に関する相談は、「ねんきん加
入者ダイヤル」に問い合わせてください。

▽ �問い合わせ　ねんきん加入者ダイヤル
　（☎０５７０‐００３‐００４）

自
然
災
害
や
価
格
低
下
に
備
え
る

農
業
経
営
収
入
保
険
の
保
険
料
補
助

　
自
然
災
害
や
価
格
低
下
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
リ
ス
ク
に
備
え
る
収
入
保
険
の
保
険

料
を
補
助
し
ま
す
。
こ
の
補
助
は
今
回
限

り
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
検
討
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

▽�

補
助
金
額 　
保
険
料
の
２
分
の
１
に

相
当
す
る
額

▽�

対
象　
福
岡
県
内
の
青
色
申
告
を
行

っ
て
い
る
農
業
者
（
個
人・法
人
）
で
、

申
込
期
限
ま
で
に
福
岡
県
農
業
共
済

組
合
の
収
入
保
険
に
新
規
ま
た
は
継

続
し
て
加
入
す
る
人

▽�

申
込
期
限　
【
個
人
】
12
月
20
日
月

　
【
法
人
】
決
算
日
の
１
カ
月
前

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
農
業
共
済
組

合
遠
賀
中
間
出
張
所
（
☎
２
９
３
‐

０
１
１
３
）

夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す

　

平
日
昼
間
の
訓
練
に
加
え
て
、
次
の

日
程
で
夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す
。

【
ジ
ェ
ッ
ト
機
】

▽�

と
き　
12
月
13
日
月
・
14
日
火
の
日
没

か
ら
午
後
９
時
ご
ろ
ま
で
の
間
（
予
備

日
＝
15
日
水
・
16
日
木
、
20
日
月
・
21

日
火
）

【
救
難
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
救
難
捜
索
機
】

　

毎
週
月
・
火
曜
日
の
日
没
か
ら
午
後

９
時
ご
ろ
ま
で
行
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
（
☎
２
２
３
‐
０
９
８
１

内
線
２
５
４
）

戸
別
受
信
機
を
受
け
取
っ
て
い

な
い
人
に
再
度
配
送
し
ま
す

　

戸
別
受
信
機
は
、
お
お
む
ね
配
布
を

終
え
ま
し
た
が
、
ま
だ
、
受
け
取
っ
て

い
な
い
人
が
い
ま
す
。

　

災
害
情
報
、
避
難
情
報
な
ど
を
は
じ

め
、
大
切
な
行
政
情
報
の
ほ
か
住
ん
で

い
る
自
治
区
か
ら
の
お
知
ら
せ
も
音
声

と
文
字
で
受
信
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
受

け
取
っ
て
設
置
し
、
災
害
対
策
な
ど
に

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
配
送
は
、日
本
郵
便
の
「
ゆ
う
パ
ッ
ク
」

で
配
送
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
２
）

お
知
ら
せ

広報あしや　2021.12㉑



選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

1�

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

作
品
展
示

▽�
と
き　
12
月
13
日
月
～
23
日
木

※
土
日
を
除
き
ま
す
。

▽�
と
こ
ろ　
役
場
１
階
ロ
ビ
ー

2
寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

公
職
選
挙
法
に
基
づ
く
禁
止
行
為
と

い
う
も
の
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
有

権
者
と
政
治
家
の
両
方
に
か
か
わ
る
の

で
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
そ
の
よ

う
な
行
為
を
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

▪�

政
治
家
か
ら
の
寄
付
禁
止
と
有
権
者

の
寄
付
勧
誘
や
要
求
の
禁
止

　

政
治
家
（
候
補
者
、
立
候
補
し
よ
う

と
す
る
人
、
現
に
公
職
に
あ
る
人
）
が

選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や
物
を
贈
る
こ

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有

権
者
が
政
治
家
に
対
し
て
寄
付
を
求
め

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

▪�

年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
対
し
て
、

年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ

と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
（
自
筆
の
答

礼
を
除
く
）。

▽�

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
町
選
挙
管
理
委
員

会
（
住
民
課
内
☎
２
２
３
‐
３
５
３
１
）

酸
性
電
解
水
を

無
償
配
布
し
て
い
ま
す

　
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
除
菌
効
果
が
期
待
で
き
る

酸
性
電
解
水
の
無
償
配
布
を
行
っ
て
い
ま

す
。
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽�

と
き
・
と
こ
ろ　

平
日
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
・
役
場 

総
合

案
内
横

　

 

12
月
19
日
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４

時
・
芦
屋
東
公
民
館
、
山
鹿
公
民
館

▽�
配
布
量　
１
世
帯
あ
た
り
１
リ
ッ
ト

ル
程
度

▽�
持
っ
て
く
る
も
の　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

容
器
な
ど

※ 

紫
外
線
で
酸
性
電
解
水
の
効
果
が
弱

ま
る
の
で
、
遮
光
性
の
容
器
が
適
し

て
い
ま
す
。

▽�

保
管
方
法
な
ど

◦ 

涼
し
く
、
紫
外
線
が
当
た
ら
な
い
場
所

で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◦ 

正
し
く
保
管
す
る
と
使
用
期
限
は
約

１
カ
月
で
す
。

▽�

使
用
方
法

◦ 

除
菌
し
た
い
場
所
の
汚
れ
を
落
と
し

て
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◦ 

除
菌
し
た
い
場
所
に
、
酸
性
電
解
水

を
十
分
に
吹
き
か
け
て
か
ら
ペ
ー
パ

ー
タ
オ
ル
で
拭
い
た
り
、
布
巾
や
ペ

ー
パ
ー
タ
オ
ル
に
十
分
に
含
ま
せ
て

拭
い
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

▽�
問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
２
）

遠
賀
・
中
間
産
農
作
物
の

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
販
売
予
約
受
付

　

あ
ま
お
う
を
中
心
と
し
た
遠
賀
・
中

間
産
の
旬
な
野
菜
と
特
産
品
の
詰
め
合

わ
せ
２
５
０
０
円
相
当
を
１
０
０
０
円

で
予
約
販
売
し
ま
す
。

　

購
入
を
希
望
す
る
人
は
、
必
ず
事
前

に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
込
方
法　

12
月
15
日
水
ま
で
に
、

産
業
観
光
課
窓
口
ま
た
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー

ム
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象　
遠
賀
郡
・
中
間
市
に
住
ん
で

い
る
人
（
１
世
帯
１
セ
ッ
ト
ま
で
）

▽�

募
集
人
数　
４
０
０
人

※�

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
、

当
選
者
に
は
１
月
上
旬
に
、
引
換
券

を
郵
送
し
ま
す
。

▽�

販
売
日
時　
１
月
29
日
土
・
午
前
9

時
～
正
午

▽�
販
売
方
法　
当
選
し
た
人
に
の
み
販

売
し
ま
す
。
当
日
は
引
換
券
と
１
０

０
０
円
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

▽�

販
売
場
所　
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
芦
屋
駐

車
場

▽�

問
い
合
わ
せ　
農
林
水
産
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
４
）

平
日
忙
し
い
人
の
た
め
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口

　

平
日
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受

け
取
り
や
申
請
が
で
き
な
い
人
の
た
め

に
、
次
の
日
程
で
休
日
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
持
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※ 

急
き
ょ
中
止
に
な
る
場
合
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
11
日
土
、
26
日
日
・
午

前
８
時
30
分
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　
住
民
課
窓
口

▽
持
っ
て
く
る
も
の　

　

 【
申
請
】　
申
請
書
（
な
い
場
合
は
役

場
で
交
付
）、
申
請
書
貼
付
写
真
（
な

い
場
合
は
、申
請
時
に
無
料
で
撮
影
）、

通
知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る

人
の
み
）

　

�【
受
け
取
り
】　
交
付
通
知
書
、
通
知

カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

※ 

本
人
確
認
書
類
は
、
公
的
機
関
が
発

行
し
た
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き

は
１
点
、
健
康
保
険
証
な
ど
の
顔
写

真
が
な
い
も
の
は
２
点
必
要
で
す
。

※
手
続
き
は
本
人
の
み
で
す
。

※ 

住
民
票
な
ど
の
証
明
書
の
発
行
は
行

い
ま
せ
ん
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
住
民
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
１
）

お
知
ら
せ

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp 広報あしや　2021.12 ㉒



住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
調
査

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

化
さ
れ
、
10
年
が
経
過
し
た
こ
と
に
伴

い
、
身
分
証
を
携
行
し
た
遠
賀
郡
消
防

本
部
職
員
が
調
査
に
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

調
査
終
了　
３
月
31
日
木

▽�

対
象　
町
内
約
50
軒

【
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
】

　

火
災
の
煙
や
熱
を
感
知
し
、
警
報
音

や
音
声
で
い
ち
早
く
火
災
の
発
生
を
周

囲
へ
知
ら
せ
て
く
れ
る
機
器
で
、
平
成

21
年
か
ら
全
て
の
住
宅
へ
の
設
置
が
義

務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
住
宅
用
火

災
警
報
器
は
、
内
蔵
す
る
電
池
（
バ
ッ

テ
リ
ー
）
が
お
お
む
ね
10
年
が
寿
命
で

あ
る
と
と
も
に
、
製
造
か
ら
10
年
を
経

過
し
た
も
の
は
本
体
を
取
り
替
え
る
こ

と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、
自
宅
に
設
置
し
て
い

る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
製
造
年
月
日

や
、
電
池
の
寿
命
を
確
認
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防

課
（
☎
２
９
３
‐
８
１
２
５
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
講
座

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

を
作
る
講
座
で
す
。

▽�
と
き　
12
月
19
日
日
・
午
後
１
時
～
３
時

▽�
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�
対
象　
５
歳
以
上

※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴

▽�
定
員　
15
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�
参
加
費　
１
０
０
円
（
材
料
代
）

▽�

申
し
込
み　
11
月
27
日
土
～
12
月
17
日

金
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
中
央

公
民
館
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ

※ 

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

中
央
公
民
館
講
座

■ 
平
家
に
殉
じ
た
誠
忠
の
武
将
・
山
鹿
城

主�
山
鹿
兵
藤
次
秀
遠
と
壇
ノ
浦
合
戦

　

平
安
時
代
末
期
、
全
盛
を
誇
っ
た
平

家
一
門
も
、
源
氏
に
追
わ
れ
て
都
落
ち
し

ま
す
。こ
れ
を
出
迎
え
た
の
が
山
鹿
城
主・

山
鹿
兵
藤
次
秀
遠
で
し
た
。
山
鹿
水
軍

は
平
家
水
軍
の
主
力
と
し
て
戦
い
ま
す

が
、
一
の
谷
、
屋
島
と
敗
戦
を
重
ね
、
壇

ノ
浦
で
安
徳
天
皇
、
二
位
尼
、
平
知
盛
ら

と
運
命
を
共
に
し
ま
し
た
。
わ
が
郷
土
の

英
雄
、
山
鹿
兵
藤
次
秀
遠
を
語
り
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
19
日
日
・
午
前
10
時
～

正
午

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

講
師　
廣
崎
篤
夫
さ
ん
（
八
幡
郷
土

史
会
会
長　
史
学
博
士
）

▽�

定
員　
30
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　
12
月
１
日
水
か
ら
受
け

付
け
。
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
中
央

公
民
館
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ

※ 

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

■ 

明
日
は
あ
し
た
の
風
が
吹
く

　
～
懐
か
し
き
世
界
の
名
画
を
愉
し
む
～

　
「
風
と
共
に
去
り
ぬ
」
を
取
り
上
げ
ま

す
。
映
画
の
舞
台
は
南
北
戦
争
時
代
の

ア
メ
リ
カ
。
南
部
の
大
農
園
の
お
嬢
様

で
、
ド
ラ
イ
で
現
実
的
、
骨
太
の
女
主

人
公
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
・
オ
ハ
ラ
（
ヴ

ィ
ヴ
ィ
ア
ン
・
リ
ー
）
の
波
乱
万
丈
な

人
生
を
描
い
て
い
ま
す
。
ス
カ
ー
レ
ッ

ト
の
名
台
詞
、「T

om
orrow

　

is　

another　

day

（
明
日
は
あ
し
た
の

風
が
吹
く
）」
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

▽�

と
き　

１
月
15
日
土
・
午
前
10
時
～

正
午

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

講
師　
矢
野
寛
治
さ
ん（
映
画
評
論
家
）

▽�

定
員　
30
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　
12
月
１
日
水
か
ら
受
け

付
け
。
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
中
央

公
民
館
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ

※ 

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

芦
屋
釜
の
里
か
ら
の
お
知
ら
せ

1
新
春
特
別
呈
茶

　

年
の
初
め
に
茶
室
で
抹
茶
を
一
服
い

か
が
で
す
か
。

▽�

と
き　
１
月
４
日
火
～
６
日
木
・
午

前
９
時
～
午
後
４
時
40
分

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽�

内
容　
大
茶
室
で
の
呈
茶
（
和
菓
子

と
抹
茶
）

※
お
点て
ま
え前
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

料
金　
中
学
生
以
上
５
０
０
円
、
小

学
生
３
０
０
円
、
未
就
学
児
２
０
０

円
（
入
園
料
と
お
茶
代
）

2�

芦
屋
釜
の
里
で
成
人
の
日
の
記
念
写

真
を
撮
り
ま
せ
ん
か

　

成
人
式
を
迎
え
る
人
は
無
料
で
芦
屋

釜
の
里
に
入
園
で
き
ま
す
。

▽�

と
き　
１
月
９
日
日
・
午
前
９
時
～

午
後
５
時
（
入
園
は
午
後
４
時
40
分

ま
で
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
釜
の
里
（
☎
２

２
３
‐
５
８
８
１
）

大 連 彷 徨 記
縄田進一[著]

アマゾン書店で販売中
（Kindle電子版もあります）

敗戦の日から引揚げるまで、大連で見聞きした
経験をカラーのイラストと共に記した少年の手記

詳細はhttps://peraichi.com/landing_pages/view/0msya

広
告

掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。広報あしや　2021.12㉓



掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。

　スポーツクラブ「ルネサンス」とのコラボ企画。
子どものカラダづくりを目的とした親子で参加でき
るスポーツイベントを開催します。KOBA ☆トレ、
ミズノ流忍者学校、親子スラックライン教室など多
彩なプログラムを用意しています。
各プログラムは、定員制、予約制で
す。詳細はボートレース芦屋ホーム
ページ、または２次元バーコードか
ら確認してください。

ボートレース芦屋情報

▽ �問い合わせ　ボートレース芦屋　（☎２２３‐０５８１）

ＢＯＡＴＲＡＣＥ芦屋ＢＯＡＴＲＡＣＥ芦屋
×

ルネサンス�スポーツイベント開催！ルネサンス�スポーツイベント開催！

応募フォーム

　芦屋町では、皆さんの利便性向上と災害時の通信
手段の提供を目的に、Wi-Fi 環境を整備しています。
スマートフォンやタブレットなどの Wi-Fi 対応機
器を利用して、無料でインターネットに接続するこ
とができます。利用にあたっては、利用規約に同意
のうえ活用してください。

▽ �利用できるところ　中央公民館、総合体育館、
　　　　= 芦屋町役場、町民会館

▽ �問い合わせ　広報情報係　（☎２２３‐３５７５）

町役場庁舎や町民会館でも

Wi-Fi（公衆無線 LAN）使えます

NEW

　子どもの誕生月の広報あしや
に、子どもの写真と誕生日のお祝
いメッセージを掲載しませんか。

▽ �対象　町内に住む３歳までの
子ども

▽ �応募期限　誕生月の前々月の 15 日

▽ �応募方法　町のホームページを見てください。

▽ �問い合わせ　広報情報係
　（☎２２３‐３５６９）

Happy Birthday
誕生日のお祝いメッセージを載せませんか

12月４日土
ＫＯＢＡ☆トレ 10：00 ～ 11：00 15 組
ミズノ流忍者学校 11：30 ～ 12：30 20 人
ＫＯＢＡ☆トレ 13：00 ～ 14：00 15 組

12 月 19日日
親子スラックライン 10：00 ～ 11：00 15 組
親子でファイト！ 11：30 ～ 12：30 15 組
親子スラックライン 13：00 ～ 14：00 15 組

ミズノ流忍者学校NEW

ＫＯＢＡ☆トレ体幹バランストレーニング

親子スラックライン

広報あしや　2021.12 ㉔



探
求
心
と
技
術
者
の
魂

矢
野
倖
一
展
へ
向
け
て
⑤

　
矢
野
オ
ー
ト
工
場
設
立

　
ア
ロ
ー
号
は
完
成
し
た
後
、
営
業
用
貸

自
動
車
と
し
て
２
年
程
使
用
さ
れ
た
後
、

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
返
上
し
ま
し
た
。

大
衆
車
を
国
民
の
手
に
、
と
い
う
製
作
当

初
に
お
け
る
村
上
義
太
郎
と
矢
野
倖
一
の

意
気
込
み
に
も
関
わ
ら
ず
、
ア
ロ
ー
号
の

量
産
化
は
当
時
の
社
会
情
勢
か
ら
は
到

底
実
現
し
え
な
い
も
の
で
し
た
。

　
大
正
７（
１
９
１
８
）年
、矢
野
は
梁や
な
せ瀬

商
会（
現・株
式
会
社
ヤ
ナ
セ
）博
多
支
店

の
自
動
車
修
理
工
場
主
任
と
し
て
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。
大
正
９
（
１
９
２
０
）
年
、

梁
瀬
商
会
は
熊
本
県
庁
か
ら
シ
ボ
レ
ー
の

１
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
を
ダ
ン

プ
ボ
デ
ィ
ー
に
改
装
す
る

注
文
を
受
け
、
実
際
に
自

動
車
を
作
っ
た
こ
と
の
あ

る
矢
野
に
白
羽
の
矢
を
立

て
ま
し
た
。
技
術
力
に
自

信
を
も
っ
て
い
た
矢
野
は

主
任
職
を
辞
退
し
、
独
立

の
道
を
選
び
ま
す
。

　

さ
っ
そ
く
自
動
車
用
の
ス
ク
リ
ュ
ー

ジ
ャ
ッ
キ
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
独
自
に
ダ

ン
プ
装
置
を
考
案
（
の
ち
に
こ
の
装
置
で

特
許
を
所
得
）
し
、
車
両
を
3
カ
月
で
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
九
州
に
多
い
炭
鉱
や
鉱
山
か
ら
ダ
ン

プ
カ
ー
の
注
文
が
多
数
、
舞
い
込
む
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
を
機
に
大
正
11（
１

９
２
２
）
年
11
月
1
日
、
矢
野
オ
ー
ト
工

場
（
現
・
株
式
会
社
矢
野
特
殊
自
動
車
）

を
創
設
し
、
特
殊
自
動
車
の
製
作
に
乗
り

出
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
一
方
で
、
矢
野
は
国
産
大
衆
乗
用
車
製

造
の
夢
を
断
念
す
る
こ
と
な
く
、
大
正
13

（
１
９
２
４
）・14
（
１
９
２
５
）
年
に
空
冷

と
水
冷
の
Ｏ
Ｈ
Ｖ
式
の
Ｖ
８
エ
ン
ジ
ン
2

台
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
量
産

化
す
る
計
画
を
抱
い
て
い
た
の
で
す
が
、

小
型
自
動
車
の
度
重
な
る
法
規
変
更
、
矢

野
オ
ー
ト
工
場
の
仕
事
に
追
わ
れ
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
そ
の
夢
が
実
現
す
る
こ
と

は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

矢
野
は
小
型
自
動
車
製
造
の
夢
を
持

ち
つ
つ
も
、
ダ
ン
プ
カ
ー
の
製
作
事
業
を

拡
張
し
、さ
ら
に
、ダ
ン
プ
カ
ー
の
部
品
製

造
、
修
理
、
そ
し
て
ダ
ン
プ
の
油
圧
、
流

動
装
置
の
改
良
な
ど
自
動
車
業
界
で
注

目
さ
れ
る
考
案
、
発
明
を
次
々
と
生
み
出

し
、
10
数
件
の
新
案
特
許
を
取
得
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
後
、
矢
野
オ
ー
ト
工

場
は
昭
和
28
（
１
９
５
３
）
年
11
月
に
株

式
会
社
矢
野
特
殊
自
動
車
製
作
所
に
改

組
。
ダ
ン
プ
カ
ー
か
ら
撤
退
し
、
電
気
工

事
車
や
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
や
フ
ー
ド
ロ
ー

ダ
ー
な
ど
の
特
装
車
を
新
規
開
発
し
て

い
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
昭
和
33
（
１

９
５
８
）
年
9
月
に
国
産
初
の
機
械
式
冷

凍
車
を
開
発
し
た
こ
と
は
技
術
史
・
流
通

史
上
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
す
。

 
（
芦
屋
歴
史
の
里
） △�国産初の機械式冷凍車を開発

▼
長
寿
園
の
芋
ほ
り
遠
足
。
大
き
く

て
重
た
い
お
芋
が
取
れ
た
子
ど
も
た

ち
は
と
っ
て
も
う
れ
し
そ
う
で
す
。こ

の
芋
畑
、
も
し
か
し
た
ら
、
子
ど
も

た
ち
は
「
お
芋
っ
て
畑
か
ら
顔
を
出

し
て
る
ん
だ
」と
思
っ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、実
は

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
、
暑
い
夏

の
時
期
か
ら
何
度
も
畑
に
手
を
入
れ

て
、
雑
草
を
抜
き
、
ま
だ
ま
だ
力
の

弱
い
子
ど
も
た
ち
が
掘
り
だ
せ
る
く

ら
い
ま
で
準
備
し
て
い
ま
す
。「
体
力

的
に
は
本
当
に
き
つ
い
」と
言
い
な
が

ら
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
人
は
子
ど
も
た

ち
の
喜
ぶ
顔
を
見
ら
れ
て
ホ
ッ
と
し

た
よ
う
に
に
こ
に
こ
し
て
い
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。
お
芋
を
掘
っ
た
み
ん

な
、頑
張
っ
て
掘
っ
た
ね
。
あ
り
が
と

う
っ
て
言
っ
て
か
ら
お
い
し
く
い
た

だ
こ
う
ね
。 

（
那な

ぎ木
）

▼
こ
の
と
こ
ろ
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
落

ち
着
き
よ
う
が
、
夏
の
感
染
拡
大
状

況
と
あ
ま
り
に
も
違
い
す
ぎ
て
、し
っ

ぺ
返
し
が
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
内

心
び
く
び
く
で
す
。
で
も
、数
々
の
イ

ベ
ン
ト
が
無
事
開
催
さ
れ
、
状
況
が

悪
化
し
な
い
の
は
、
感
染
対
策
を
し

っ
か
り
身
に
付
け
て
い
る
証
と
考
え
、

息
苦
し
さ
か
ら
開
放
さ
れ
、
今
の
時

間
を
大
切
に
使
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
取
材
で
皆
さ
ん
に
会
い
、マ
ス

ク
の
中
の
笑
顔
を
感
じ
、
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。 

（
鍬く
わ
も
り守）

編

集
後
記

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
三
百
七

△ダンプカーを生産

△ �V8エンジンを開発
�　大衆車量産を目指す
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岩
いわさき
崎　悠

ゆ あ
愛ちゃん

（山鹿）
平成 30年
12月３日生まれ

いつもにこにこあーちゃん
お誕生日おめでとう♥
これからも元気にのびのび育って下さい。
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1 0 月 分 の 人 の 動 き

人口（前年同月との比較）

出生 転入
転出

人22
人100死亡

人06
人20

令和３年10月末日現在 令和２年10月末日現在
人　口
男　性6,544
女　性6,864
世帯数6,541

人
人 6,684

6,961
6,561 世帯

人
人

世帯

13,408 人 13,645 人

Happy BirthdayHappy Birthday12月

透き通った花たち　フレールクレール
　「フレールクレール」とは、フランス語で「透き通った花」という
意味だと教えてくれた山田加津子さん（中ノ浜）、83歳。60歳の時
に寒
かんれいしゃ

冷紗という農業用の布に出会い人生が変わりました。寒冷紗は
網目状で透き通っているため、重ねると透明度が変わります。そこ
に目を付けた山田さんは知的障がい者施設で染められた寒冷紗を重
ね合わせることで、複雑で奥深い色の創作花を誕生させました。 透き通った花たちに囲まれる山田加津子さん

どんどん湧き上がるアイデアに、わくわくが止まらない
　山田さんは、時間がいくらあっても足りないほど、わくわくした気持ち
でたくさんの花を夢中で作り、多くの人に知ってもらいたいと、長崎、大
分、熊本、鹿児島など九州を中心に展示会を開いたそうです。すると、花
の美しさや繊細さなどを多くの人から認められ、わくわくする気持ちに拍
車がかかります。そこで、自分が感じた作る楽しさやよろこびを誰にでも
体験してもらおうと、全て原寸大に原稿を書き、本拠地を芦屋町に置き〈創
花フレールクレール協会〉を立ち上げ、各地に教室を広げていきました。

コロナ禍は、タブレットで写真や動画を情報発信中
　芦屋町では「手作りフェア in あしや」などで展示販売していたので
知っている人も多いかと思いますが、現在はコロナ禍もあり展示や教室
は足踏み状態。しかし、山田さんの活動は止まりません。タブレットで
写真を撮影し、F

フェイスブック

acebook や I
インスタグラム
nstagramで最近の作品を掲載しています。

見てみると「芦屋町に伝わる八
はっさく

朔のわら馬を、寒冷紗を使ってアレンジ
した馬を作りました」とアップしていた写真は、カラフルな馬の親子で
した。名付けて「花仔馬」だそうです。
　
豊富なアイデアと器用な指先を生かして活躍中
　山田さんは、ほかにも今年で 16 年目を迎えた「筑前芦屋だごびーな
とわら馬まつり」にも１回目から参加し続け、たくさんのだごびーなを
作ってきたそうです。山田さんの花は今、マリンテラスあしやのロビー
にも展示されているそうです。

△�カラフルなわら馬の牧場のよう

　夢を抱き、挑戦し続けるチャレンジャーたちを紹介します。
　皆さんからのさまざまな情報をお待ちしています。

△�マリンテラスあしやのロビーを華やかに
に飾る、フレールクレールの季節の花


